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第３章では、 JICAの農業技術協力プロジェクト COVAMS により回復・強化された生態系サービス
の経済的価値を市場価格法、代替法、仮想評価法という三つの手法を用いて評価することで、
COVAMS のプロジェクトとしての便益評価を実施した。本研究は、第 1 にCOVAMS の便益評価で























































































論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
阿部雅浩の提出論文は、国連生物多様性条約（UNCBD）等を背景に重要性の認識が高まってい
る生物多様性の経済的価値を、それを構成する複合的諸要素に注目して評価するための方法論およ
びその応用研究を内容とし、以下の１つの予備的考察および３つの独立した研究を含む。 
第２章「生態系サービス・生物多様性と経済的価値の基礎」は、生態系分野の基礎理論を整理し、
経済的価値評価の対象を明確化する論文全体の基礎作業であり、単独でも優れたサーベイであると
認める。 
第３章「JICA 技術協力プロジェクト“COVAMS”の経済的価値評価」は、途上国の農業分野におけ
るCVMの適用例として前例が極めて少ない実証研究であり、マラウィを直接の対象とするが同様の教
育普及程度の対象への適用可能性と留意点を示唆しており有意義と認める。 
第４章「選択型実験による生物多様性の経済的価値評価：仙台市を事例として」は、仙台市を事例
とし、従来の経済的価値評価では一面的あるいは概括的に過ぎた生物多様性概念を、表明選好法の
一種である選択型実験を用いて、構成要素レベルに還元して評価し、推計結果を地図情報システム
GISを用いて視覚化する研究であり、新機軸と意義を認める。 
第５章「生態系保全政策の一般的性質に対する選好の把握」は、従来のCVMが評価対象の具体
性を当然の前提と考える常識を破り、選択型実験を通じた属性還元に依拠して、具体的な政策では
なく、むしろ抽象的「一般的性質」を属性として構成される政策について価値評価を積極的に行おうと
する研究であり、極めて挑戦的であり有意義と認める。 
以上の研究は先行研究の一定の理解に基づき、新しい知見ないし貢献を付け加えているものであ
り、今後に独立して研究活動に携わる為の資質を示している。よって本論文の審査の結果、博士（経
済学）として合格であるとする。 
 
